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令和８年度 

社会福祉法人田子町社会福祉協議会事業計画（案） 
 

 

１．基 本 方 針 

少子高齢化と人口減少の進行により、本町の地域社会は大きな転換期を迎えている。高

齢者のみ世帯の増加や担い手不足が続く中、地域活動や日常的な支え合いの維持は容易で

はなくなっている。これまで家族や近隣で支えられてきた課題も、地域全体で共有し、支

える仕組みづくりが求められている。 

加えて、物価高騰の長期化は住民生活に直接的な影響を及ぼし、とりわけ高齢者世帯や

子育て世帯などに不安を広げている。生活困窮や社会的孤立、ひきこもりなどの課題は表

面化しにくく、早期の気づきと継続的な関わりが一層重要となっている。 

また、昨年発生した青森県東方沖地震をはじめ、自然災害は決して例外的な出来事では

ない。平時からの備えと関係機関との連携確認、災害時に支え合える体制整備は、地域に

根ざす社会福祉協議会として重要な責務である。 

さらに、昨年度全国社会福祉協議会により改定された「社会福祉協議会基本要項２０２

５」では、住民主体の地域づくりを支え、地域福祉を総合的に推進する役割が改めて示さ

れた。本会としても、その基本理念を踏まえつつ、本町の実情に即した実践を着実に積み

重ねていく。 

一方で、福祉ニーズが拡大する中にあっても、人材や財源には限りがある。安定した事

業運営を継続していくためには、事業の選択と集中、効率的な運営体制の確立、職員の確

保・育成、関係機関との役割分担の明確化など、経営基盤の強化が不可欠である。 

令和８年度は、地域の実情を丁寧に把握しながら、相談支援や見守り活動、ボランティ

ア活動の推進など、基礎的かつ重要な取組を着実に実施するとともに、持続可能な組織運

営を意識した事業展開を進めていく。そして、支援を必要とする方が孤立することなく、

安心して暮らし続けられる地域づくりを目指していく。 

 

 

２．基 本 理 念 

  みんなでつくる心のかようやさしい福祉のまち 

～自助・互助・公助と協働で高める地域の福祉力～ 

 

 

３．基 本 目 標 

（一）住民参加と小地域ネットワーク活動の推進 

社会環境の変化に伴い、地域における人との関わり方も大きく変わってきている。

改めて顔の見える関係づくりを大切にしながら、適切な情報発信や新たな媒体の活用

により、地域住民の相互扶助の意識を継続的に醸成し、「他人事」となりがちな地域づ

くりを「我が事」として参画する取組へとつなげていく。 
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① 地域住民の主体的活動の推進 

ア．町が推進する「田子町地域見守りネットワーク」と連携し、町全体での見守り体

制を整備するために、すべての自治会で「ほのぼの協力員」が機能できるよう各自

治会との協議を進めていく。 

イ．各地域の「集える場所」等の把握を行いサロン活動の拡充につなげる。 

ウ．各自治会等で実施する高齢者や障がい者、子育て支援などのサロン活動に町と共

に助成金を交付しサロン活動の普及と充実を図る。 

エ．サロン活動のさらなる充実に向け、各地域へ出向いて丁寧な対話を重ねるととも

に、サロンリーダー等との協議を通じて、地域の実情に即した運営方法や新たな取

組を検討する。 

オ．地域ごとに福祉活動に関する組織の設置を目指す。 

カ．福祉安心電話協力員との連携による効果的な見守り活動を推進する。 

キ．町、田子町民生委員児童委員協議会及び自治会等と協力し、災害時要援護者（単

身の高齢者や障がい者等）に対する地域ごとの具体的なネットワーク体制づくりに

努める。  

ク．見守る人、見守られる人を地域で共有できるようにするため、町との協力のもと

すべての自治会で見守りマップが作成できるよう努める。 

ケ．田子町老人クラブ連合会、田子町身体障害者福祉会、田子町手をつなぐ育成会、

田子町共同募金委員会の各福祉団体において、事務作業等の支援や会員増強に向け

た周知活動を行う。 

コ．各福祉団体の自主運営に向けた支援に努める。 

② 当事者の社会参加の促進 

ア．在宅介護者を対象にしたリフレッシュ事業を実施する。 

③ 福祉課題の把握 

ア．自治会、民生委員、福祉協力員、ほのぼの協力員、福祉安心電話協力員や保健推

進員等と連携し地域の福祉課題の把握に努める。 

イ． 地域に出向いて社協事業の啓発や地域の情報交換を行いながら地域福祉推進に努

める。 

 

 

（二）地域福祉サービスの推進 

   介護保険サービス及び障害福祉サービス等を提供するとともに、地域住民の組織的

な活動や他の福祉サービスと連携し、誰もが安心して住み続けることができる地域づ

くりに努める。 

また、介護保険事業については、人員確保や収支面で厳しい状況が続いていること

から、生産性向上や業務効率化の取組を進めるとともに、事業規模や運営体制の適正

化を図りながら、持続可能な在宅介護ニーズに即したサービス提供に努める。 
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① 介護保険事業等の運営 

ア．居宅介護支援事業（介護保険給付） 

利用者の選択に基づき、保健・医療・福祉サービスが総合的かつ効率的に提供さ

れるよう支援するとともに、今後の人員体制を踏まえ、適正件数の維持による質の

向上と安定的な運営を図る。 

また、関係機関との連携を強化し、質の高いケアマネジメントの提供に努める。 

イ．訪問介護事業（介護保険給付・総合支援事業・障害者自立支援給付） 

高齢者や障がい者が住み慣れた自宅で安心して生活を継続できるよう、安定したサー

ビス提供体制を維持する。 

町内唯一の事業所としての役割を踏まえ、事業継続を基本としながら、他事業との連

携や人員の柔軟な配置を視野に入れ、効率的な運営体制の構築を図る。 

ウ．通所介護事業（介護保険給付・総合支援事業・障害者自立支援給付） 

利用者の社会参加の促進と心身機能の維持向上を図り、日常生活の活性化につな

がるサービス提供に努める。 

令和８年度は、事業の持続性確保を目的として定員を見直し、適正規模での運営

へ移行する。あわせて、稼働率の安定化を最優先課題とし、経営指標を明確にしな

がら運営状況を検証する。 

また、固定的な人件費構造の見直しを進め、兼務体制の活用等により効率的な運

営へ転換し、「規模の拡大」ではなく「質と安定性」を重視した事業運営を目指す。 

② 地域福祉活動の推進 

ア． 福祉有償運送事業（補助事業） 

公共交通機関の利用が困難で移動に何らかの制約を抱えている要介護者等の通院

や入退院、施設の入退所の送迎サービスを実施する。 

近年、利用ニーズの増加が見られることから、安定的な事業継続に向け、関係機

関と連携しながら体制整備について協議を進めていく。 

イ． 福祉機器の貸出を行い在宅介護の支援を行う。 

ウ． 配食サービス事業（受託事業）  

栄養バランスの取れた定期的な食事を提供し、安否確認と合わせて高齢者等の健

康維持･増進を図る。また、令和８年３月より使い捨て容器へ変更し本格運用を開始 

しており、衛生管理の向上及び回収業務の軽減等による業務効率化を図っている。

今後も運用状況を検証しながら、必要に応じて改善を重ね、安定的かつ持続可能な

サービス提供体制を構築していく。 

さらに、病気の時などの緊急時の利用や対象者の拡大等を町と協議検討する。 

エ．寄りあいっこ事業を毎月１回開催し、閉じこもり予防と仲間づくりを進める。 

  オ．田子町老人福祉センターの指定管理事業（令和６年度～令和８年度） 

高齢者等の健康及び福祉増進を図るために各種相談、入浴サービス、レクリエー

ションの場となるよう利用者が安全かつ安心して施設を利用できるよう配慮しなが

ら高齢者福祉の増進に努める。また、利用者自身の趣味や特技等の知識や経験を他
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の利用者に還元できる機会を設けるなど、主体的な活動を支援し、交流を通じた生

きがいづくりを推進する。 

さらに、食を介した交流の機会を創出し、自然な集いの場づくりを進めることで、

高齢者同士のつながりの強化と地域に開かれた施設運営に努める。 

カ．高齢者生活福祉センター（受託事業） 

高齢や障がい等のため居宅において生活することに不安がある方に対し、冬期間

等において生活を送れる場を提供する。 

キ．誰でも集える居場所づくりとして実施している「ほのぼの・よりみちカフェ」を

継続的に実施していく。 

ク．町の自然や既存施設などの地域資源を活かし、子どもたちの「やってみたい」と

いう主体的な思いを起点とした体験の場「ＴＡＫＫＯ ＬＡＢＯ」を、関係機関と

連携しながら定期的に実施する。あわせて、本事業を通じて人や地域資源、また「関

わりたい」「応援したい」という思いを持つ地域の大人をつなぎ、子どもを中心に

多世代がゆるやかに関わる環境づくりと、地域の中で育まれる居場所づくりを推進

する。 

ケ．高齢者世帯等の安全のため、町、警察、消防、東北電力、防犯協会等との連携に

よる高齢者等への防火防犯巡回活動を実施する。 

コ．田子町学童保育施設「すくすく館」の指定管理事業（令和８年度～令和１０年度） 

児童が放課後や学校が休みの日に安心して利用できる居場所として、町内２ヶ所

での学童保育事業を提供し、「遊び」や「生活」を通して子どもの健全育成を図る。 

サ．日常生活自立支援事業を必要な人たちが利用できるよう支援する。 

 

 

（三）福祉教育・ボランティア活動の推進 

社会的包摂に向けた地域住民を巻き込んだ福祉教育の推進に努める。また、町とと

もに住民を対象としたボランティア講座を開催するなどして、ボランティア活動の啓

発を進め、人材の発掘及び育成に努める。 

① 福祉教育の推進 

ア．幼児期からの福祉教育のカリキュラム作成に向けて教育委員会等と協議をする。 

イ．福祉協力校の指定と児童生徒の福祉活動の支援をする。 

ウ．福祉協力校連絡会議を開催し活動の活性化に努める。 

エ．福祉の仕事を目指している学生に対して、必要とされる実習プログラムに基づき

養成実習の受け入れを行う。 

オ．障がいに対する理解を深めるために学習・啓発活動を行う。 

カ．町と連携して障がい者の就労についての研修会やＰＲ活動を支援する。 

 ② ボランティア活動の推進 

ア．ボランティアに関する情報提供や活動の調整・啓発宣伝を行うボランティアセン

ターの設置及びボランティアコーディネーターの配置について、町と協議検討す

る。 
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イ．ボランティア活動の開拓及び連絡調整（斡旋・登録）を行う。 

ウ．サロン活動・イベント等の協力者（様々な特技・技術を持った人）を確保するた

めに町民にＰＲし、人材登録してもらうよう努め、生きがいを持って生活できる

ように、福祉人材バンクの設置に向け関係機関と協議検討する。 

エ．ボランティアに関する講座等の開催と組織化を図る。 

オ．活動の情報提供、各種研修会や体験学習の実施及び出張福祉講座を開催する。 

 

 

（四）福祉情報の提供・総合相談・生活支援機能の充実   

公的なサービスの狭間で支援の手が届かず課題の解決に至っていない人たちも少な

くない。地域には把握できていない様々な課題を抱えた町民がいることが想定される

ため、社会福祉協議会の更なる周知と総合相談事業の充実を図り、あらゆる地域課題

を「丸ごと」受け止められる場の整備に努める。 

① 福祉情報の提供 

ア．社協だよりを年４回発行し社協事業の啓発と福祉の情報提供に努める。 

イ．第６０回田子町社会福祉大会を開催し福祉のまちづくりの意識を高める。  

ウ．ホームページの運営・更新により事業運営の透明化、社協事業の啓発と福祉の情

報提供に努める。 

  エ．災害時等の情報発信をするために、新たにＳＮＳの活用について検討する。 

② 相談体制の確立 

ア．関係機関相互の情報交換会、勉強会等を開催し、相談ネットワークを構築するた

めに関係機関と協議する。 

イ．関係機関（人権・行政相談、法律、介護保険等）と連携を取りながらあらゆる相

談に応じ、住民の福祉課題の解決につながるよう心配ごと相談所の充実を図る。  

ウ．本会の事業に係る苦情受付及び解決について住民並びに役職員への周知を図る。  

エ．苦情解決、第三者委員を設置し利用者からの苦情を解決するための体制を整備し

利用者の権利を擁護するとともに本会が提供するサービスの質の向上を図る。 

オ．ホームページやＳＮＳを活用しての相談対応体制を強化する。 

③ 生活支援体制の確立 

ア．住民参加による子育て支援の仕組みを検討するとともに、ファミリーサポートセ

ンターの周知を図る。 

イ．生活困窮者自立相談支援事業の適切な利用により生活困窮者の経済的自立と生活 

意欲を促進するとともに、低所得世帯や障がい者世帯などに対して民生委員と連携

を図りながら生活福祉資金の貸付や償還指導を行い対象世帯の自立を支援する。 

ウ．緊急の資金などの（たすけあい資金）貸付けを行い、生活の自立を支援する。 

エ．通院の付き添い、入院時の身元保証人等のさまざまな課題について今後提供でき

るサービスを町と協議検討する。 

オ．生活困窮に陥っている方に対し、一時的に食料を提供し支援する。 
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月 主な事業名 主な内容等

4 三戸郡社会福祉協議会定期総会（4/17） 開催場所：南部町

福祉協力校連絡会議 各福祉協力校担当者との情報交換

監査会（田子町共同募金委員会監査会） 令和7年度事業実施状況及び会計の状況についての監査

第1回理事会（田子町共同募金会運営委員会） 令和7年度事業報告及び収支決算の審議ほか　

評議員選任・解任委員会 評議員の選任決議

定時評議員会 令和7年度事業報告及び収支決算の審議

ほのぼの推進会議 ほのぼのコミュニティ21推進事業の進捗状況の確認、進め方及び要援護者台帳整備について社協･町･民協･自治会等との検討会

災害用備品の棚卸と更新

会費集金業務 会員募集及び会費集金

福祉協力員研修会 委嘱状の交付、地域福祉に関する研修及び会費集金、共同募金運動にかかる説明

ほのぼの協力員研修会 委嘱状の交付、ほのぼの事業について研修会

職場内研修

三戸郡社会福祉大会（7/17） 開催場所：田子町

社協だより発行

TAKKO LABO 町内資源を活用した居場所づくり

ボランティア活動月間 町民を対象とした各施設でのボランティア体験事業、ボランティア研修会の実施    

第1回感染症対策委員会

災害広域連携活動研修会

アンケート調査 社会福祉・子育てに関するアンケート調査集計・分析

福祉安心電話交流会 利用者と協力員の相互の理解を深めるための交流会

田子町共同募金委員会 赤い羽根募金運動について

専門相談日 弁護士による相談

社協だより発行

一次救命、応急処置法の習得

赤い羽根募金活動 一般募金・職域募金・学校募金・街頭募金、イベント募金

役員評議員研修会（10/15） 開催場所：田子町

第1回虐待防止委員会

青森県社会福祉大会社会福祉大会 講演・式典ほか

第60回田子町社会福祉大会 講演・式典ほか

町文化祭に参加協力 町民を対象とした福祉に関する教室

中間監査 令和8年度上半期の事業実施状況及び会計の状況についての監査

災害想定訓練 災害時を想定した安否確認及び訓練

役員評議員研修会（12/11） 開催場所：五戸町

第2回理事会 中間監査状況の報告、補正予算ほか

第2回評議員会 中間監査状況の報告、補正予算ほか

社会福祉推進委員会 アンケート結果について

自己評価 職員による自己評価の実施

専門相談日 弁護士による相談

苦情処理委員会 令和8年の苦情処理状況及び今後の取り組みについての協議

ほのぼの協力員並びに安心電話協力員研修会 ほのぼの・安心電話協力員の合同研修会

TAKKO LABO 町内資源を活用した居場所づくり

第2回感染症対策委員会

介護者の集い 在宅介護者のリフレッシュ事業

第3回理事会（共同募金運営委員会） 令和7年度補正予算及び令和8年度事業計画・予算の審議ほか

第3回評議員会 令和7年度補正予算及び令和8年度事業計画・予算の審議ほか

生活福祉資金調査委員会 貸付状況と償還状況等の確認等について

心配ごと相談事業運営委員会 事業実施状況と課題等について

社協だより発行

　（通年事業）

　・正副会長会議　・運営改善会議（管理者等会議毎月1回）　・ほのぼのコミュニティ21推進事業（ほのぼの推進会議）　・ほのぼのよりみちカフェ　・各地区のサロンの開催及び支援

　・日常生活自立支援事業（地域福祉権利擁護事業）の利用支援　　・高齢者等防火防犯事業　　

　・社協だよりの発行（4回）　・福祉機器貸与事業　　・介護(予防）事業（居宅介護支援・訪問介護・通所介護）　・障がい者の介護事業（居宅介護・生活介護）

　・上記のほか青森県社会福祉協議会及び三戸郡社会福祉協議会等関係機関並びに各福祉団体関係事業への参加協力

令和8年度月別の主な行事予定表
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5

9

6

10

　・田子町共同募金委員会、田子町老人クラブ連合会、田子町身体障害者福祉会、田子町手をつなぐ育成会事務局

3

　・ボランティアの育成（相談・登録・斡旋・企画・連絡調整）・低所得者等への生活福祉資金並びにたすけあい資金の貸付による自立支援　・生活困窮者自立相談支援事業との連携　

　・学童保育事業　・地域座談会開催　・福祉協力校活動支援　・福祉安心電話運営事業　・福祉有償運送事業　・配食サービス事業　・寄りあいっこ事業（毎月1回）
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7

1

11
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